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【調査研究の結果概要】 

□観戦の理由には「バスケを観るのが好きだから」「地元奈良のチームだから」「バスケを

やっていたから」が上位を占めた。 

□バンビシャス奈良を知ったきっかけ及び、当日の試合情報を入手した経緯は「友人・知

人・家族」と「ウェブサイト」がどちらも上位の項目となった。 

□来場者の居住地は奈良県が約 70%だった。 

□ブースタークラブは 10 代・20 代の会員入会率が低く、逆に 30 代 40 代 50 代の会員入会

率は全体の入会率よりも高かった。 

□来場手段は自家用車が最も多く、会場までの平均所要時間は約 75 分であった。 

 

 



 

【調査概要】 

 

1.調査目的： 

本調査は、バンビシャス奈良のファンを対象として、基本属性、情報入手経路、来場手

段、観戦動機などについて調査することによって、観戦者の特性を明らかにすることを目

的としている。調査研究の成果については、より良いチーム運営のための基礎資料として

役立てることを目指している。 

 

2.調査内容： 

1) 基本属性：性別、年齢、婚姻、居住地、世帯所得、最終学歴、バスケットボールの競技

経験 

2) 観戦について：観戦理由、今シーズンの試合観戦の有無 

3) 来場について：バンビシャス奈良を知ったきっかけ、バンビシャス奈良についての情報

入手経路、来場手段、会場までの所要時間 

4) ブースタークラブについて：ブースタークラブ「クラブバンビシャス」入会の有無 

5) 自由記述：バンビシャス奈良に関する要望について 

 

3.調査対象： 

Facebook・Twitter・LINE などのインターネット上でバンビシャス奈良と関わりのある

ファン 

 

4.調査実施期間： 

 2014 年 11 月 4 日～2014 年 11 月 18 日 

 

5.調査方法： 

 インターネット調査ツールである「SurveyMonkey」を使用し、バンビシャス奈良公式メ

ールマガジン、Facebook、Twitter、LINE を通して回答者にアンケートにアクセスし、

回答してもらう。 

 

6.回収結果 

有効標本数：321 票 

 

 

 

 



 

結果 1.基本属性 

性別：「男性」が 48.1%、「女性」が 51.9%となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

年齢：年齢は「40 代」が最も多かった。だが、全体的にどの年代も分布しており、幅広

い年代の方が来場していることが分かった。  



 

婚姻：「未婚」が 45.7%、「既婚」が 54.3%であった。「既婚」と答えた人のうち、子供が

「いる」と答えた人は 49.5%、「いない」と答えた人は 50.5%であった。 

  



 

居住地：回答者の居住地は「奈良県」が最も多く 72.3%であった。奈良県を含む、近畿

地方に居住している人の割合が 90%以上を占め、地元で多くのファンを獲得していること

がうかがえる。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  



 

世帯年収：「400 万円～500 万円未満」が 11.8%と最も多かった。だが、全回答者の 30.5%

が「回答したくない（回答できない）」を選択していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

最終学歴：「大学・大学院卒業または在学中」の割合が最も多く 44.5%であった。 

 

  



 

バスケットボールの競技経験：「経験なし」と答えた人が 50.9%であった。バスケットボ

ールの競技経験のある人は 49.1%にのぼった。競技経験のある人たちの中で最も多かった

のが「1～3 年」であった。  



 

  



結果 2.観戦について 

 観戦理由：観戦の理由には「バスケを観るのが好きだから」「地元奈良のチームだから」

「バスケをやっていたから」が上位に現れた。その他の項目には、「子供がバスケをしてい

るから」、「子供がエキシビションゲームに参加したから」、「好きな選手がいるから」、「会

場グルメが好きだから」、「知人がいるから」などの記述があり、その中でも「子供がバス

ケをしているから」という記述が最も多くあった。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

今シーズンの試合観戦の有無：今シーズンの試合観戦の有無については、「観戦した」が

59.5%、「観戦していない」が 40.5%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

結果 3.来場について 

 バンビシャス奈良を知ったきっかけ：バンビシャス奈良を知ったきっかけについては、

「友人・知人・家族」が最も多く 33.6%であった。次いで「ウェブサイト」20.9%、「ポス

ター・広告」15.9%となった。これらのデータから身の回りの人から情報を得ていることが

うかがえる。 

 

 

 

 

 



 

情報入手経路：上位を占めた媒体は、「LINE」22.1%、「ウェブサイト」20.4%、「Facebook」

17.1%であった。このことから、近年のインターネットを利用した情報入手へのニーズの高

さがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

会場までの所要時間：会場までの所要時間の平均値は約 75 分であった。最小値は約 10

分、最大値は約 600 分であった。 

奈良県内に居住している人の割合が 70%を超えていたことも関係し、多くの回答者が 100

分以内の所要時間であったと推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

会場までの来場手段：来場手段は「自家用車」が最も多く 45.8%であった。徒歩や自転

車で来場している人たちもいるが多くはない。前述した「会場までの所要時間」と観戦理

由の「試合会場から近いから」の割合が 7.9%と少なかったことからも遠方から来ている人

が多いことがうかがえる。  



結果４．ブースタークラブについて 

 ブースタークラブ「クラブバンビシャス」入会の有無：有効回答のうち、37.2％の回答者

がブースタークラブに入会していなかった。また、ブースタークラブに入会している会員

のうち「レギュラー会員」の割合が最も多く、全体の 33％を占めた。 

  

  



 

性別による分類：今回の調査では、ブースタークラブ会員の男女差は以下の通りである。

ブースタークラブに入会している男女比は、ほぼ 1：1 であった。しかし、「ゴールド会員」

への入会は男性の割合が高いことから、男性のバンビシャス奈良応援への関心の高さがう

かがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  



 

年代による分類：入会していない年代が最も高かったのは「40 代」である一方で、「ゴー

ルド会員」と「レギュラー会員」と共に最も高かった年代が「40 代」であった。  
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